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報道機関各位 

 

長岡市教育部中央図書館長  

 

          栃尾ゆかりの洋画家 没後 20年をしのび 

 「写実の軌跡Ⅱ 椿 悦至展」を開催 
 

椿悦至（つばき えつし 1914～2003）は、栃尾地域出身の洋画家で、戦後、栃尾

の中学校で教師を勤めた後、作家として活動しながら、洋画団体の太平洋美術会の会

長としても後進の育成に努めました。栃尾地域にゆかりの深かった椿悦至の没後 20

年をしのび、70余年にわたる画業を振り返ります。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお

願いいたします。 

 

 写実の軌跡Ⅱ 椿 悦至展 
 

１ 期  間  10月11日（水）～11月19日（日） 

※月曜日休館 

 

２ 開館時間  午前９時 30分～午後５時 

 

３ 会  場  長岡市栃尾美術館  

展示室Ⅰ・Ⅱ 

（長岡市上の原町１－13） 

 

４ 料  金  一般 400円 

高校・大学生 200円 

中学生以下無料 

  

５ 展示内容 市内はじめ県内外の各地を描いた風景画など、当館所蔵作品    

約 80点を展示。 

 

６ 会期中のイベント    

        つきいち☆アート「写真から描く 風景スケッチ画」 

        日時：11月 19日（日）午後 1時 30分～3時（90分） 

        講師：野田英世さん（建築士・まち歩きスケッチ画家） 

        定員：8人（先着） 対象：どなたでも 参加料：300円 

        申込：11月 10日（金）から電話受付 

         

 

                        問い合わせ：栃尾美術館 近藤  

TEL ０２５８－５３－６３００  

長岡市 

20年ぶりの大規模展示！！ 

信濃川（長岡） 



Tsuba k i   Et su sh i

10/11（水） 11/19（日）
2023

［月曜休館］
開館時間：午前9時30分～午後5時（観覧券の発売は午後 4時30分まで）
観 覧 料：一般 400円（300円）、高・大学生 200円（150円）、中学生以下無料
　　　　　　※（   ）内は、20名以上の団体料金

主 催：長岡市教育委員会・長岡市　　　主 管：長岡市栃尾美術館
後 援：新潟日報社、読売新聞新潟支局、朝日新聞新潟総局、毎日新聞新潟支局、
　　　 長岡新聞社、栃尾タイムス社、NHK新潟放送局、BSN新潟放送、
　　　 NST新潟総合テレビ、TeNYテレビ新潟、UX新潟テレビ21、  ＮＣＴ、
　　　 FM新潟77.5、FMながおか80.7

長岡市栃尾美術館
〒940-0237 新潟県長岡市上の原町1-13
TEL：0258-53-6300　FAX：0258-53-6370
https://www.lib.city.nagaoka.niigata.jp/?page_id=135

写実の軌跡Ⅱ

椿 悦至展

「信濃川（長岡）」 1999年 73×117㎝
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「甲子温泉への道」 1987年 65×91㎝ 「守門冠雪（西中野俣）」 1999年 97×130㎝

「ロンダ（スペイン）」 1998年 97×130㎝「佐渡の海」 2000年 50×61㎝ 「霧の峠」 2003年 53×73㎝

●ＪＲ長岡駅大手口11番線から見附経由
　栃尾車庫前行バス60分、
　または同駅東口4番線から新榎トンネル
　経由栃尾車庫前行バス45分、
　「中央公園前」下車 徒歩15分、
　または終点「栃尾車庫前」下車 タクシーで5分
●ＪＲ長岡駅東口からタクシーで20分
●関越自動車道 長岡I.Cから40分　
●北陸自動車道 中之島見附I.Cから30分

〈アクセス〉

長岡市栃尾美術館
〒940-0237 新潟県長岡市上の原町1-13
TEL：0258-53-6300　FAX：0258-53-6370
https://www.lib.city.nagaoka.niigata.jp/?page_id=135

次回展覧会のおしらせ

「第17回 ながおかのこども作品展」
12月２日㈯ ▼ 令和６年１月28日㈰
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